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論
文
を
読
め
ば
研
究
の
最

新
動
向
を
把
握
で
き
る
は
ず

だ
が
、
敢
え
て
長
時
間
か
け

て
国
際
学
会
に
足
を
運
ぶ

と
、
世
界
の
潮
流
が
ど
こ
に

向
か
お
う
と
し
て
い
る
か
、

肌
で
感
じ
ら
れ
る
。
ト
レ
ン

ド
を
追
い
か
け
て
研
究
す
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
毎
年
の

米
国
癌
学
会
や
国
際
ヒ
ト
エ

ピ
ゲ
ノ
ム
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

年
会
な
ど
は
、
世
界
的
な
潮

流
を
感
じ
、
そ
の
中
で
自
分

の
研
究
戦
略
に
新
規
性
や
優

位
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
こ
の
方
向
で
間
違
い
な

い
と
確
信
を
強
め
、
時
に
は

方
向
修
正
す
る
た
め
の
、
恒

例
の
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

私
が
専
門
と
す
る
腫
瘍
病

理
学
な
ら
び
に
発
が
ん
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
研
究
に
関
す
る
本
年

の
顕
著
な
動
向
は
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
と
一
細
胞
オ
ミ

ッ
ク
ス
解
析
の
隆
盛
と
思
わ

れ
る
。
背
景
に
あ
る
無
数
の

分
子
・
分
子
経
路
の
異
常
の

総
体
を
、
顕
微
鏡
的
に
認
識

さ
れ
る
細
胞
異
型
・
構
造
異

型
に
集
約
し
て
理
解
す
る
の

が
病
理
形
態
学
で
あ
る
か

ら
、
病
理
画
像
は
Ａ
Ｉ
に
よ

く
馴
染
む
。ま
た
病
理
医
は
、

が
ん
細
胞
の
ヘ
テ
ロ
ジ
ェ
ネ

イ
テ
ィ
ー
を
つ
ぶ
さ
に
観
察

し
、
悪
性
進
展
の
各
段
階
に

対
応
す
る
個
々
の
が
ん
細
胞

の
分
子
情
報
を
余
さ
ず
知
り

た
い
と
考
え
て
研
究
を
し
て

き
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
一

細
胞
オ
ミ
ッ
ク
ス
解
析
の
発

想
に
通
じ
て
い
る
。
病
理
学

的
洞
察
が
、
漸
く
技
術
的
に

形
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
。

　

他
方
で
、
こ
の
特
異
な
時

代
に
居
合
わ
せ
た
病
理
医

は
、
蓄
積
し
て
き
た
経
験
知

を
提
供
し
て
Ａ
Ｉ
を
教
育
す

る
責
務
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

Ａ
Ｉ
が
病
理
診
断
の
下
見
を

し
て
く
れ
る
の
も
間
近
か
と

単
に
喜
ぶ
の
で
は
な
く
、
形

態
学
的
な
多
様
性
と
多
層
の

オ
ミ
ッ
ク
ス
情
報
を
結
び
つ

け
る
強
力
な
手
段
を
手
に
し

て
、
疾
患
の
本
態
解
明
に
迫

る
こ
と
が
で
き
る
好
機
を
迎

え
た
と
考
え
た
い
。

　

ゲ
ノ
ム
・
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
情

報
に
対
応
す
る
が
ん
の
組
織

型
の
再
分
類
を
行
い
、
ク
リ

ニ
カ
ル
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
供

す
機
会
が
な
い
症
例
で
も
、

病
理
医
が
鏡
検
し
再
分
類
さ

れ
た
組
織
型
の
診
断
を
確
定

す
る
こ
と
で
、
適
切
な
治
療

標
的
を
選
択
で
き
る
よ
う

な
、
統
括
的
な
病
理
診
断
を

実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。

（
病
理
学
教
室
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休
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末
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始
は
、
12
月
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日
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６
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間
休
診
と
致
し
ま
す
。
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医
学
部
で
は
毎
年
新
春
に
教
職
員
お
よ
び
三
四
会
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
、
新
年
祝
賀
式
を
下
記
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
春
早
々
ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
都
合
を
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
祝
賀
式
と
併
せ
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医
学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶

應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

記

日　

時　

２
０
１
９
年
１
月
７
日
（
月
）
11
時
か
ら
13
時
30
分

場　

所　

２
号
館
11
階　

大
会
議
室

「
医
学
部
新
年
祝
賀
式
」
お
よ
び
「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾
医

学
振
興
基
金
に
基
づ
く
慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞

授
賞
式
」
の
開
催
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

  

現
在
、狩
猟
社
会（Society 

1.0

）、
農
耕
社
会
（Society 

2.0

）、
工
業
社
会
（Society 

3.0

）、
情
報
社
会
（Society 

4.0

）
に
続
く
、
新
た
な
社

会
と
し
てSociety5.0

の
到

来
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。Society5.0

に
お
い
て

は
、
仮
想
空
間
と
現
実
空
間

を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と

社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立

す
る
人
間
中
心
の
社
会
構
築

が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
医

療
分
野
に
お
い
て
も
そ
の
重

要
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

こ
の
度
、
内
閣
府
よ
り
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of 

Things

）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

技
術
を
用
い
た
『
Ａ
Ｉ
ホ
ス

ピ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
』
を
開
発

・
構
築
・
社
会
実
装
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
公
募
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高

度
で
先
進
的
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
に
お
け
る
効
率
化

を
図
り
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
の
医
療
従
事
者
の
抜
本
的

な
負
担
の
軽
減
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
旧
帝
国
大
学
付
属
病

院
や
都
内
の
主
要
病
院
な
ど

数
多
く
の
応
募
が
あ
っ
た
中

で
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属

病
院
お
よ
び
国
立
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
合
同
チ
ー
ム
、
国

立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
、
が

ん
研
究
会
有
明
病
院
と
と
も

に
当
院
が
全
国
４
チ
ー
ム
の

モ
デ
ル
病
院
の
一
つ
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

   

当
院
は
、
２
０
１
７
年
４

月
、
竹
内
勤　

前
病
院
長

（
現
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
担

当
常
任
理
事
）
の
ご
尽
力
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
慶
應
メ
デ

ィ
カ
ル
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
す
で
に
Ａ
Ｉ
技
術
の

開
発
及
び
病
院
シ
ス
テ
ム
へ

の
導
入
に
着
手
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
５
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
新
病
院
棟
１
号

館
に
お
い
て
最
新
の
Ｉ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
全
国

展
開
の
基
盤
と
な
る
質
の
高

い
関
連
病
院
群
を
有
し
て
い

る
こ
と
も
採
択
の
大
き
な
後

押
し
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
様
々
な
点
で
、
今
回
の

採
択
は
医
学
部
三
四
会
の
皆

様
の
長
年
の
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
研
究
で
は
、
当

グ
ル
ー
プ
に
萌
芽
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ａ
Ｉ
技
術
と
外
部
企
業

で
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
技
術

を
体
系
的
に
導
入
し
、
未
来

型
医
療
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
と

な
る
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
所
存
で

す
。
外
来
部
門
で
は
、
診
察

室
で
の
自
動
会
話
記
録
や
、

患
者
デ
ジ
タ
ル
同
意
シ
ス
テ

ム
（eConsent

）
を
開
発
・

実
装
し
、
す
で
に
導
入
を
開

始
し
て
い
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
用
い
た
検
査
記
録
提
供

や
、
新
し
い
診
療
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
発
展

さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
情
報
の
統
合

表
示
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
診
療

効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
検
査
部
門
で
は

ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

や
、
精
神
疾
患
の
重
症
度
診

断
、
画
像
診
断
支
援
、
電
子

カ
ル
テ
情
報
か
ら
イ
ン
シ
デ

ン
ト
を
予
測
す
る
ア
ラ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
実
装
し

ま
す
。
当
院
の
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
中
核
拠
点
病
院
と
し
て

の
強
み
を
生
か
し
て
、
リ
キ

ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
を
用
い

た
新
し
い
が
ん
再
発
早
期
診

断
法
の
開
発
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
薬
剤
部
門
で
は
す
で

に
医
薬
品
適
正
使
用
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
薬
剤
内
服
セ
ン
シ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
適
正
な
治

療
選
択
、
投
薬
に
お
け
る
無

駄
の
削
減
、
安
全
処
方
の
向

上
を
図
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
お
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
病
棟
で
は
高
性
能
セ
ン

サ
ー
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
開
発
し
、
看
護
部
門
業
務

の
安
全
性
向
上
、
負
担
軽
減

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ト

や
物
の
自
動
配
送
、
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
見
回
り
を
実
現

し
、
省
力
化
す
る
こ
と
で
医

療
者
が
本
当
に
必
要
な
医
療

を
直
接
患
者
さ
ん
に
提
供
す

る
時
間
を
確
保
し
ま
す
。
手

術
部
門
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

て
、
手
術
室
運
営
管
理
の
最

適
化
を
図
り
、ICU

で
は
Ａ

Ｉ
管
理
に
よ
り
精
密
な
集
中

治
療
を
実
現
し
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
在
宅
セ
ン
シ
ン
グ

や
遠
隔
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

連
携
す
る
構
想
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
医
療

そ
の
も
の
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
任

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
構

想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ

り
、
医
療
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
医
療
者
が
よ
り
直
接
的

に
患
者
さ
ん
に
接
す
る
機
会

を
増
や
し
て
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
温
か
み
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
安
心
安
全
か
つ

高
度
で
先
進
的
な
医
療
の
提

供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

全
国
展
開
の
さ
き
が
け
と
し

て
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療

セ
ン
タ
ー
、
川
崎
市
立
川
崎

病
院
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
将
来
は
そ
の
他

の
慶
應
関
連
病
院
に
も
導
入

し
、
更
な
る
展
開
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
部
、
慶
應
メ
デ
ィ
カ
ル
Ａ

Ｉ
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
陣

崎
雅
弘
副
病
院
長
（
放
射
線

診
断
科
教
授
）、
す
で
に
こ

の
分
野
で
の
多
く
の
実
績
の

あ
る
シ
ス
テ
ム
医
学
講
座　

洪　

実
教
授　

洪　

繁
准
教

授
を
中
心
に
、
院
内
の
様
々

な
部
門
、
さ
ら
に
は
理
工
学

部
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
採
択
を
契
機
と
し

て
、
当
院
がSociety5.0
に

お
い
て
社
会
を
先
導
す
る
こ

と
が
で
き
る
先
進
的
病
院
と

し
て
発
展
で
き
る
よ
う
精
一

杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
７
月
31
日
付
で
厚
生

労
働
省
健
康
局
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導

い
た
だ
い
た
、
厚
生
（
労

働
）
省
、
衛
生
学
・
公
衆
衛

生
学
教
室
、
そ
の
他
三
四
会

の
諸
先
生
方
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
、
占
領
軍
は
日
本
の

衛
生
行
政
に
は
科
学
技
術
が

浸
透
し
て
お
ら
ず
甚
だ
遺
憾

と
感
じ
、
昭
和
21
年
、
厚
生

橋
卯
吉
（
７
）、
公
衆
衛
生

局
長
は
尾
村
偉
久
（
13
）、

加
倉
井
俊
一
（
24
）、
健
康

局
長
は
篠
崎
英
夫
（
48
）、

外
口
崇
（
56
）、
西
山
正
徳

（
56
）
と
慶
應
の
諸
先
輩
た

ち
が
局
長
を
務
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
は
３
つ
あ
っ
た
医
系

技
官
の
局
長
以
上
の
ポ
ス
ト

は
、
現
在
は
事
務
次
官
級
の

医
務
技
監
（
鈴
木
康
裕
氏

（
63
））
以
外
に
は
健
康
局

長
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
西

山
局
長
が
退
任
さ
れ
て
か
ら

丁
度
10
年
と
い
う
節
目
に
着

任
し
た
こ
と
は
非
常
な
喜
び

で
あ
る
と
と
も
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

健
康
局
は
総
務
課
、
健
康

課
、
が
ん
・
疾
病
対
策
課
、

結
核
感
染
症
課
、
難
病
対
策

課
を
有
し
、
栄
養
・
喫
煙
対

策
等
を
含
む
健
康
づ
く
り
、

保
健
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
等

を
含
む
地
域
保
健
対
策
、
予

防
接
種
対
策
、
肝
炎
や
エ
イ

ズ
を
含
む
感
染
症
対
策
、
臓

器
移
植
対
策
、
原
爆
被
爆
者

対
策
、
そ
の
他
が
ん
、
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
を
含
む
、
精
神

科
領
域
以
外
の
全
て
の
疾
病

対
策
や
研
究
等
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

戦
後
の
累
次
の
組
織
・
人

事
改
革
に
も
関
わ
ら
ず
、
一

貫
し
て
こ
の
局
の
局
長
だ
け

は
医
師
が
務
め
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
専
門
性
が
高

く
、
他
の
職
種
に
は
務
め
に

く
い
ポ
ス
ト
だ
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
三
四
会
の
先
生

方
に
は
色
々
と
お
世
話
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
微

力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

局
等
に
吸
収
さ
れ
ま
し
た
。

公
衆
保
健
局
は
そ
の
後
、
公

衆
衛
生
局
そ
し
て
保
健
医
療

局
へ
と
改
組
さ
れ
、
さ
ら
に

平
成
13
年
の
省
庁
再
編
で
厚

生
省
と
労
働
省
が
合
併
し
た

と
き
に
健
康
局
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
の
歴
代
の
局
長

を
見
て
み
る
と
、
予
防
局
長

は
浜
野
規
矩
雄
（
２
）、
石

省
に
医
務
局
、
予
防

局
、
公
衆
保
健
局
の
３

局
を
設
置
し
、
３
局
長

は
医
系
技
官
（
医
師
）

を
充
て
る
こ
と
に
し
た

と
い
い
ま
す
。
ま
も
な

く
予
防
局
は
公
衆
保
健

　

去
る
平
成
30
年
11
月
30
日

（
土
）
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
慶
應

義
塾
大
学　

医
学
化
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｊ
Ｋ

ｉ
Ｃ
棟
に
て
、「
消
化
器
疾

患
の
低
侵
襲
治
療
の
最
前

線
」
と
題
し
て
第
98
回
慶
應

医
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
内

視
鏡
機
器
お
よ
び
治
療
技
術

の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
以

前
で
あ
れ
ば
大
き
な
開
腹
手

術
で
な
け
れ
ば
治
療
で
き
な

か
っ
た
疾
患
の
多
く
が
、
鏡

視
下
で
治
療
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
鏡

視
下
で
治
療
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
精
密
に
病
変
を
切

除
し
臓
器
を
温
存
し
た
り
、

体
表
に
大
き
な
傷
を
付
け
ず

に
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
回
復
も
早
く
侵
襲
の

少
な
い
患
者
さ
ん
に
優
し
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
様
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
低
侵
襲
治
療

の
多
く
は
本
邦
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
も
の
で
あ
り
、
世
界
か
ら

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
慶
應
医
学
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
分
野
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
お
招
き

し
、
消
化
器
疾
患
に
対
す
る

低
侵
襲
治
療
が
ど
の
様
な
も

の
で
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
を
詳
し
く
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。

　

最
初
に
日
本
医
科
大
学
消

化
器
・
肝
臓
内
科
の
後
藤
修

先
生
に
は
、
早
期
消
化
管
癌

に
対
す
る
代
表
的
な
管
腔
内

治
療
法
で
あ
る
内
視
鏡
的
粘

膜
下
層
剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

や
、
管
腔
内
内
視
鏡
と
腹
腔

鏡
と
の
合
同
手
術
（
Ｌ
Ｅ
Ｃ

Ｓ
）
を
中
心
に
、
臓
器
温
存

を
図
り
つ
つ
根
治
性
の
あ
る

内
視
鏡
治
療
が
ど
こ
ま
で
可

能
か
を
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
藤
田
医
科
大
学
総

合
消
化
器
外
科
の
宇
山
一
朗

教
授
に
、
ダ
ビ
ン
チ
を
用
い

た
消
化
器
癌
の
手
術
、
特
に

世
界
に
先
駆
け
て
行
っ
て
き

た
胃
癌
手
術
の
現
状
や
、
食

道
癌
や
膵
癌
の
ダ
ビ
ン
チ
手

術
に
お
い
て
如
何
に
目
標
を

設
定
し
、
様
々
な
工
夫
に
よ

り
素
晴
ら
し
い
治
療
成
績
を

挙
げ
て
き
た
か
を
お
話
頂
き

ま
し
た
。
後
半
は
、
東
京
医

科
大
学
消
化
器
内
科
の
糸
井

隆
夫
教
授
に
、
従
来
の
十
二

指
腸
乳
頭
部
か
ら
胆
管
や
膵

管
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法

で
は
な
く
、
超
音
波
内
視
鏡

（
Ｅ
Ｕ
Ｓ
）
下
の
穿
刺
術
を

用
い
た
新
た
な
胆
膵
疾
患
の

治
療
法
や
、
本
学
と
の
共
同

研
究
で
実
現
し
た
Ｅ
Ｕ
Ｓ
ガ

イ
ド
下
の
胃
空
腸
吻
合
術
に

つ
い
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
昭
和
大
学
江
東
豊

洲
病
院
消
化
器
セ
ン
タ
ー
の

井
上
晴
洋
教
授
に
は
、
食
道

の
良
性
疾
患
で
あ
る
ア
カ
ラ

シ
ア
や
逆
流
性
食
道
炎
に
対

す
る
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の

治
療
法
で
あ
る
、
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ

（Per-oral endoscopic 
myotomy

）
や
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｓ　

（A
n
ti-r

e
flu

x 
mucosectomy

）、
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ａ 

（Anti-reflux mucosal 
coagulation

）
を
中
心
に
、

内
視
鏡
を
用
い
て
食
道
の
良

性
疾
患
に
対
し
て
ど
こ
ま
で

治
療
が
可
能
か
を
お
話
し
頂

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
何
れ
も
独
自
の

工
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
手
技

を
編
み
出
し
、
画
期
的
な
治

療
法
を
実
現
し
て
世
界
を
リ

ー
ド
し
て
い
る
方
々
に
お
話

を
伺
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

何
れ
も
以
前
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
治
療
法
ば
か
り
で

あ
り
、
そ
の
進
歩
に
驚
く
と

と
も
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
治
療

法
を
開
拓
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア

と
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
敬
意
を
表

し
し
つ
つ
講
演
を
拝
聴
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
通
じ
て
、
消
化
器
疾

患
に
対
す
る
低
侵
襲
治
療
法

の
最
前
線
を
知
る
事
が
で
き

た
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ィ
ア
か

ら
生
ま
れ
た
治
療
法
が
世
界

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
現
状
を
伺
い
、
若
手
研
究

者
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激

に
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

腫瘍センター　低侵襲療法研究開発部門

第98回 慶應医学会シンポジウム
「消化器疾患の低侵襲治療の最前線」

秋 

の 

叙 

勲

受
章
者
一
覧

瑞
宝
中
綬
章

倉
辻 

忠
俊（
47
回
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
研
究
所
長

元
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授

瑞
宝
双
光
章

安
達 
禎
男（
41
回
）

〈
学
校
保
健
功
労
〉

菅
原
眼
科
医
院
院
長

元
　
学
校
医

瑞
宝
小
綬
章

畠　

 　

亮（
43
回
）

〈
教
育
研
究
功
労
〉

（
老
健
）池
袋
え
び
す
の
里
　
施
設
長

元
　
東
京
歯
科
大
学
教
授

元
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
助
教
授

瑞
宝
小
綬
章

多
島 

新
吾（
52
回
）

〈
防
衛
教
育
功
労
〉

防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

（
一
社
）日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
功
労
会
員

元
　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
助
教
授
、
同
薬
学
部
講

師（
非
常
勤
）

瑞
宝
中
綬
章（
２
０
０
２
年 

紫
綬
褒
章
）

御
子
柴 

克
彦（
48
回
）

〈
教
育
研
究
功
労
〉

東
京
大
学
名
誉
教
授

（
国
研
）理
化
学
研
究
所
脳
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

発
生
神
経
生
物
研
究
チ
ー
ム 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

慶
應
連
合
三
田
会
常
議
員

慶
應
義
塾
第
31
期
〜
35
期（
現
在
）評
議
員

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授

　第41回日本産婦人科手術学会を2019年２月２日
（土）・３日（日）の２日間にわたり、都市センター
ホテル（東京都千代田区）において開催させて頂
くことになりました。
　本会は全国レベルで婦人科腫瘍、周産期医学、
生殖医学などの領域の産婦人科手術に関する諸問
題について、ベテランはもちろんフレッシュマン
も気軽に広く意見交換を行える学会をモットーに
しております。
　今回はテーマを「若
手への伝承―心・技・体
―」とし、多方面で
「若手に伝承」してい
くことを中心に、聞い
てためになり、議論が
できるプログラムをご
用意しております。
　また、特別講演とし
て ア メ リ カ M a y o 
ClinicからProfessor 
William A. Cliby、ス
ペシャルスポンサードセミナーに韓国Ajou 
University School of MedicineのProfessor Hee-
Sug Ryuをお招きします。
　ご多用中恐縮ではございますが、ぜひご参加賜
りますようご案内申しあげます。
　　（東海大学医学部専門診療学系産婦人科
 三上幹男　63回）

第41回日本産婦人科手術学会開催

矢作 直久（66相当）

わ
れ
ま
す
。
多
忙
な
中
で
講

演
を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た

講
師
の
先
生
方
や
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
企
画
・
運
営
に
ご

尽
力
頂
い
た
皆
様
方
に
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

慶應医学賞授賞式・受賞記念講演会開催
第23回

　

慶
應
医
学
賞
は
１
９
９
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
の
主
要
事
業

の
１
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
本
賞
受
賞
者
か
ら
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
を
８
名
輩
出
し

て
お
り
、
国
内
外
か
ら
の
注

目
は
大
き
い
。

　

12
月
18
日
、
第
23
回
慶
應

医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
フ
ェ

ン 

ジ
ャ
ン
博
士
（
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
米

国
） 

教
授
、
ブ
ロ
ー
ド
研
究

所
主
任
研
究
員
）、
柳
沢 

正

史
博
士
（
筑
波
大
学
国
際
統

合
睡
眠
医
科
学
研
究
機
構

（W
PI-IIIS

） 

機
構
長
・
教

授
）
を
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
迎
え
、
慶
應
医
学
賞
授
賞

式
お
よ
び
受
賞
記
念
講
演

会
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ

サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
の
中
、
有
田
誠

薬
学
部
教
授
の
司
会
進
行
に

よ
り
開
会
さ
れ
た
授
賞
式

は
、
岡
野
栄
之
審
査
委
員
長

に
よ
る
審
査
報
告
と
受
賞
者

紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
。
ジ
ャ

ン
博
士
は
「
哺
乳
類
に
お
け

るCRISPR/Cas

シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
医
学
研
究
へ
の
応

用
」
に
よ
っ
て
、
柳
沢
博
士

は
「
睡
眠
制
御
機
構
の
解
明

と
創
薬
へ
の
応
用
」
に
よ
っ

て
、
学
内
外
約
80
名
に
よ
る

厳
正
な
審
査
を
経
て
選
出
さ

れ
た
。

　

続
い
て
長
谷
山
彰
塾
長
か

ら
、
両
博
士
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
、
目
録
が
授
与
さ
れ
た
。

長
谷
山
塾
長
は
両
博
士
の
功

績
を
称
え
祝
福
し
、
こ
の
賞

の
意
義
に
つ
い
て
「
こ
れ
を

受
賞
す
る
人
の
名
誉
で
あ
る

と
同
時
に
、
慶
應
義
塾
に
と

っ
て
も
大
変
名
誉
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
中
村 

裕
之
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｍ
・
ヤ
ン

グ
在
日
米
国
大
使
館
首
席
公

使
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

続
い
て
受
賞
者
か
ら
の
挨

拶
で
ジ
ャ
ン
博
士
は
、
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
感
謝
の
意
を

表
し
た
。
１
つ
目
は
、
自
ら

率
い
る
研
究
チ
ー
ム
。
２
つ

目
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
を
支

え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た

メ
ン
タ
ー
達
、
ご
列
席
の
濡

木
理
教
授
（
東
京
大
学
）
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
共
同

研
究
者
。
３
つ
目
は
家
族
で

あ
り
、
家
族
の
支
え
な
く
し

て
は
自
身
の
研
究
は
成
り
立

た
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。
こ

の
受
賞
を
励
み
に
、
さ
ら
に

科
学
の
進
歩
に
寄
与
し
た
い

一
方
、
自
身
が
開
発
し
た
遺

伝
子
改
変
技
術
を
倫
理
的
に

適
切
に
活
用
し
、
応
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

柳
沢
博
士
は
、
現
代
の
医

学
生
物
学
研
究
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
る
と

し
、
列
席
し
た
約
70
名
に
上

る
自
身
の
研
究
室
の
メ
ン
バ

ー
、
共
に
研
究
室
を
率
い
る

船
戸
教
授
、
こ
れ
ま
で
の
共

同
研
究
者
、
家
族
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。
さ
ら

に
、
自
身
の
研
究
ス
タ
イ
ル

は
探
索
研
究
で
あ
り
、
オ
レ

キ
シ
ン
や
エ
ン
ド
セ
リ
ン
の

発
見
が
、
創
薬
へ
つ
な
が
る

と
は
当
初
考
え
て
お
ら
ず
、

こ
の
よ
う
に
出
口
の
わ
か
ら

な
い
の
が
本
物
の
サ
イ
エ
ン

ス
で
あ
る
か
ら
、
20
年
、
30

年
の
先
を
見
据
え
た
、
日
本

政
府
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
語
っ
た
。

　

受
賞
記
念
講
演
会
は
天
谷

雅
行
医
学
部
長
に
よ
る
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
会
場
は
世
界

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
両

博
士
の
貴
重
な
講
演
を
聴
く

た
め
集
ま
っ
た
３
０
０
名
以

上
の
聴
衆
で
満
席
と
な
り
、

同
時
中
継
さ
れ
た
総
合
医
科

学
研
究
棟
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
約

80
名
の
聴
衆
が
つ
め
か
け

た
。
各
講
演
後
は
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

夜
に
は
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
竹

内
勤 

常
任
理
事
、
学
外
審

査
委
員 

野
田
哲
生
公
益
財

団
法
人
が
ん
研
究
会 

代
表

理
事
・
常
務
理
事
よ
り
祝
福

の
言
葉
が
あ
り
、
医
学
部
管

弦
楽
団
の
演
奏
の
中
、
両
教

授
を
は
じ
め
、
参
加
者
は
歓

談
の
ひ
と
と
き
を
大
い
に
楽

し
ん
だ
。

写
真
左
か
ら
、
ヤ
ン
グ
在
日
米
国
大
使
館
首
席
公
使
、
岡
野
医

学
研
究
科
委
員
長
、
天
谷
医
学
部
長
、
柳
沢
博
士
、
ジ
ャ
ン
博

士
、
長
谷
山
塾
長
、
竹
内
常
任
理
事

フェン・ジャン博士 柳沢正史博士
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